
「⾳のユニバーサルデザイン化」
SoundUDのご紹介

SoundUD推進コンソーシアム事務局
ヤマハ株式会社 クラウドビジネス推進部
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▼ショッピング ▼交通機関（空港、鉄道、バス、他）

・お呼び出し、忘れ物、迷⼦の案内
・タイムセールやキャンペーン情報

・平常アナウンス（列⾞到着、次の駅など）
・異常発⽣時アナウンス（時刻や理由など）

・開店、閉店、時報
・緊急時の避難アナウンス

・啓蒙放送、キャンペーン情報
・緊急時の避難アナウンス

▼イベント・観光

・イベント告知（開始、終了案内）
・ショーやパレード、映像作品の内容
・博物館や美術館の⾳声ガイド
・緊急時の避難アナウンス

▼テレビ・ラジオ放送

・ニュース番組
・娯楽番組（バラエティ、ドラマ）
・CM
・緊急地震速報、国⺠保護情報

▼防災関連

・⽕災アナウンスや異常時のベル
・パトカーや救急⾞のサイレン
・メガホンなどによる避難誘導
・避難場所での各種案内情報
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⾳による情報

すべての⼈が⾳の情報を平等に受け取ることが出来る社会を⽬指す

⾳のユニバーサルデザイン化事業
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▼施設をSoundUD対応すると・・・

SoundUDの対応⼀例



多⾔語・⽂字配信サービスの⼀例

公共交通 公的機関 観光施設 集客施設 メディア

様々な場所、様々なシーンで共通してつかえる多⾔語・⽂字ガイド

⾳のユニバーサルデザイン化⽀援アプリ「おもてなしガイド」
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おもてなしガイド
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SoundUDのUD化ツール例(1/2)

多⾔語のアナウンスを簡単に流せるだけでなく、⾳声に連動して
アナウンス内容をお客様のスマホに⽂字表⽰ができます。

アナウンスをユニバーサルデザイン化し、⾔語や聴⼒に不安の
ある⽅など多様な⽅々に等しく情報を伝達できます。

音と文字で伝わる多言語アナウンス



p タッチパネルを押すだけで、多⾔語の⾳声アナウンスが簡単にできます。
p SoundUD対応なので、⾳声だけでなくスマホに⽂字表⽰も可能です。
おもてなしガイドアプリのほか、Twitter、WEBサイト、サイネージにて表⽰することも可
能です。

p 商業施設や空港、鉄道などでの使⽤に適したアナウンステンプレートが約1700⽂章以上︕

日本語

英語

タイ語

マレー語

中国語

韓国語

フランス語

スペイン語

ドイツ語

９⾔語の放送がプリセットとして標準搭載

SoundUDのUD化ツール例(1/2)

お客様にお知らせ致
します。大雨のため、
次の停車駅には・・・
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専⽤機がなくても、ボードを貼るだけで設置ができ、
外国⼈や聴覚障がい者の⽅も使えるインターホンです。
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SoundUDのUD化ツール例(2/2)

お客様のスマホをかざすと遠隔の係員に接続でき、
キーボードで⽂字でのやり取りや、多⾔語化も可能です。

従来の
インターホン

お客様はアプリインストール不要で、すぐに使⽤できます

スマホでインターホン
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SoundUDのUD化ツール例(2/2)
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「スマホでインターホン」の取り組みは、2022年の10⽉より
全国の交通事業者様とトライアルを開始しております。
聴覚障がい者や外国⼈の⽅が、どこに⾏っても安⼼して施設を利⽤
できるよう、お客様応対のSoundUD化を推進しています。

※参画事業者鋭意募集中



⾳のユニバーサルデザインを広げていく
社会全体を巻き込んだ取り組みへ

(c) 2017-2022 SoundUD Consortium 【confidential】



▼ユニバーサルデザイン化を事業化する、ということ

国の⽀援学術的
視点

事業者

・社会全体への広がりをつくる
・収益化までの原動⼒を確保する
・正しいユニバーサルデザイン・バリアフリーを

↓
産学官の連携が必須︕
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SoundUDを広げていくためには
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各省庁府の動向(⼀例)
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「外国人来訪者等が利用する施設における
災害情報の伝達・避難誘導に関する
ガイドライン」の公表

「Innovative Technologies」採択
「ミラノ万博日本館」公式採用
「はなやか関西」連携

NICTとの共同研究、機能連携
「多言語音声翻訳システム展示会(自民党本部)」
「グローバルコミュニケーション協議会」連携

視聴覚障害者等のための字幕支援事業

「バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功
労者表彰」
政府広報誌「High lighting Japan」特集

※各種記者発表、技術交流会、展示会等にもご参加いただいております（順不同）

「旅客船バリアフリーガイドライン」
の公表 (国交省海事局)

「駅の無人化に伴う安全・円滑な駅利用に
関するガイドライン」の公表 (国交省鉄道局)



ー SoundUDの⽬的 ー
⾔語、聴⼒の不安のない社会実現に向け

官⺠を挙げて「⾳のユニバーサルデザイン化」を推進する

SoundUD推進コンソーシアムを⽴ち上げ、鉄道・バス・施設・空港や、
⾳に関する機材を取り扱うメーカーなど、360社・団体にも及ぶ皆さんと、
世の中の⾳の情報をユニバーサルデザイン化する取り組みを⾏っています。

2017年10⽉ SoundUD推進コンソーシアムを設⽴

※2022/11/01時点

2017/10 設⽴総会@両国国技館
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2019/10 第３回総会@幕張メッセ
※ CEATEC2019との同時開催
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SoundUD推進コンソーシアム



その他のSoundUD活⽤事例
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※会社名、製品名等はそれぞれ各社の商標または登録商標です。



外国籍旅⾏者と聴覚障がい者に正確な情報をタイムリーに届ける
（全⽇本空輸株式会社様）
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空港でのサービス事例

外国籍のお客様や、聴覚障
がいのあるお客様に対して「搭
乗⼝のアナウンスを⾃動化す
ることで品質を担保する」「多
⾔語対応を強化する」といった
観点から、現在、国内約50
空港の全旅客係員にタブレッ
ト端末が貸与され、出発搭乗
⼝にて「おもてなしガイド」の
サービスが提供されています。



多⾔語アナウンスや「おもてなしガイドアプリ」による情報提供
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鉄道でのサービス事例

東京2020⼤会に向け、訪⽇外国⼈や聴覚障がい
者のお客様が今必要とする各種情報を簡単に多⾔
語で取得できるよう、⾸都圏15社が連携し、
SoundUDを活⽤したサービスを提供しました。



平成28年度 東京都・渋⾕区合同帰宅困難者対策訓練
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防災事例

平成29年2⽉7⽇、⾸都直下地震を想
定した東京都・渋⾕区の合同訓練にお
いて、発災直後にセンター街から流れる
⾮常放送をおもてなしガイドに対応させ
ることで、多⾔語の案内を外国⼈モニ
ターのスマートフォンに表⽰させ、センター
街から⼀時避難場所の代々⽊公園への
避難誘導に活⽤し、効果の確認と課題
抽出を⾏いました。



トリガー×⾳声認識×機械翻訳 の組み合わせで
⾁声アナウンスや講演など、様々なシーンで多⾔語情報の配信を実現
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⾳声認識・機械翻訳との連携



n総務省、NICTが先導するグローバル・コミュニケーション計画に第１期から参画
n現在はグローバル・コミュニケーション計画第２期の研究開発事業に従事

⼤阪・関⻄万博に向けた実⽤化を⽬指している

18(c) 2017-2022 SoundUD Consortium 【confidential】

グローバル・コミュニケーション計画



nSoundUD・おもてなしガイドはビッドドシエにも掲載
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⼤阪・関⻄万博



n総務省・オリパラ組織委・東京都と連携し、スタジアムにおいてSoundUDの活⽤に関する
各種検証を⾏い、活⽤が有効であることを確認、実際に競技会場にてご活⽤いただきました。

平時活⽤ 有事活⽤

避難訓練での実証実験

READY STEADY TOKYO
マウンテンバイク @伊⾖MTB

ITTF 卓球ワールドカップ団体戦
2019 TOKYO ＠東京体育館

選⼿情報
などを発信

会場内で注意喚起や
啓発情報などを発信

テストイベントなどでの実証実験

ビデオモニターから
避難情報を発信

@横浜スタジアム

@代々⽊体育館 @オリンピックスタジアム

⾮常⽤放送は
活⽤できず、仮設

スピーカーから情報発信

多くの会場では、
⽕災発⽣から避難完了

までの情報を発信
⼿荷物検査場での
注意喚起などを発信
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競技会場への導⼊



n総務省・オリパラ組織委・東京都と連携し、スタジアムにおいてSoundUDの活⽤に関する
各種検証を⾏い、活⽤が有効であることを確認、実際に競技会場にてご活⽤いただきました。
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オリンピック・パラリンピックホームページ
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競技会場への導⼊



皆様も「⾳のユニバーサルデザイン化」に
⼀緒に取り組みませんか︖
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本取り組みや、トライアルにご興味のある⽅はお気軽にお問合せください。

お問合せ︓SoundUD推進コンソーシアム事務局
soundUD-consortium-ML@music.yamaha.com

mailto:soundUD-consortium-ML@music.yamaha.com

